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葉
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万
葉
集
に
描
か
れ
た
星
と
し
て
は
、
七
夕
（
牽
牛
星
と
織
女
星
）
や
天
の
川
が
有
名
で
あ
る
が
、
他
に
存
在
が
明
確
な
も
の
と
し
て
、
金
星
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
万
葉
集
に
現
わ
れ
る
金
星
に
つ
い
て
、
種
々
の
面
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
、
万
画
面
に
描
か
れ
た
金
星
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
万
葉
集
に
描
か
れ
た
金
星
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
①
巻
二
・
一
九
六
…
亘
れ
か
も
　
一
に
云
ふ
、
そ
こ
を
し
も
　
あ
や
に
悲
し
み
　
　
ぬ
え
鳥
の
　
片
恋
嬬
　
一
に
云
ふ
、
し
つ
つ
　
朝
鳥
の
　
一
に
云
ふ
、
朝
霧
の
　
　
通
は
す
君
が
　
夏
草
の
　
思
ひ
萎
え
て
　
夕
星
の
　
か
行
き
か
く
行
き
　
　
（
夕
星
之
　
彼
往
里
馬
）
　
大
船
の
　
た
ゆ
た
ふ
見
れ
ば
　
慰
む
る
　
情
　
　
も
あ
ら
ぬ
…
②
巻
五
・
九
〇
四
…
わ
が
中
の
　
生
れ
出
で
た
る
　
白
玉
の
　
わ
が
土
古
　
　
日
は
　
明
星
の
　
明
く
る
朝
は
（
明
星
之
　
開
朝
出
）
　
敷
詰
の
　
床
の
　
　
辺
去
ら
ず
　
立
て
れ
ど
も
　
居
れ
ど
も
　
共
に
戯
れ
　
夕
星
の
　
夕
に
な
　
　
れ
ば
（
夕
星
乃
　
由
布
弊
ホ
奈
礼
盤
）
　
い
ざ
寝
よ
と
　
手
を
携
は
り
・
③
巻
十
・
二
〇
一
〇
　
夕
星
も
（
夕
星
毛
）
通
ふ
天
道
を
何
時
ま
で
か
仰
ぎ
て
　
　
待
た
む
月
人
壮
子
　
こ
の
他
に
、
佐
藤
美
知
子
氏
が
発
見
し
た
も
の
と
し
て
、
次
の
例
が
あ
る
。
④
巻
一
・
九
　
静
ま
り
し
夕
星
白
し
（
莫
薦
円
隣
之
大
相
七
兄
爪
湯
気
）
わ
が
　
　
背
子
が
い
立
た
せ
り
け
む
厳
橿
が
本
　
以
上
四
首
で
あ
る
。
①
は
、
柿
本
人
麿
が
、
明
日
香
皇
女
の
死
を
悼
ん
で
創
作
し
た
挽
歌
で
あ
り
、
②
は
、
山
上
憶
良
が
愛
子
古
日
の
死
を
哀
惜
し
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
り
、
③
は
、
作
者
不
明
の
七
夕
の
歌
で
あ
り
、
秋
の
雑
歌
に
分
類
さ
れ
て
い
る
、
④
は
、
額
田
王
の
作
で
あ
る
が
、
万
葉
集
の
中
で
も
最
も
難
解
な
歌
と
さ
れ
、
古
来
、
多
数
の
訓
み
が
試
み
ら
れ
て
来
た
。
そ
の
中
で
、
佐
藤
美
知
子
氏
の
訓
み
は
、
「
大
三
七
出
爪
」
を
「
ゆ
ふ
つ
づ
」
と
訓
ま
れ
た
も
の
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
現
在
ま
で
の
諸
説
の
中
で
は
、
一
番
納
得
が
で
き
る
由
み
で
あ
る
。
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
四
六
号
　
一
七
～
三
一
（
一
九
九
三
）
勝
　
　
俣
隆
一
八
　
後
述
す
る
よ
う
に
、
若
干
の
疑
問
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
大
筋
と
し
て
、
佐
藤
氏
の
訓
み
は
正
し
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
④
の
例
も
、
万
葉
集
に
描
か
れ
た
金
星
の
例
と
し
て
、
扱
う
こ
と
に
す
る
。
　
そ
こ
で
、
以
下
、
①
か
ら
順
に
、
塁
上
の
金
星
の
描
か
れ
方
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
た
い
と
思
う
。
二
、
巻
二
・
一
九
六
番
歌
の
金
星
に
つ
い
て
　
巻
二
・
一
九
六
番
歌
の
金
星
は
、
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
た
。
　
　
　
夕
星
の
　
か
行
き
か
く
行
き
（
夕
星
之
　
彼
往
此
去
）
　
こ
れ
は
、
明
日
香
皇
女
が
莞
死
さ
れ
た
時
、
そ
れ
を
悲
し
ん
で
、
背
の
君
が
、
あ
ち
ら
に
行
っ
た
り
、
こ
ち
ら
に
行
っ
た
り
し
て
、
嘆
き
を
表
わ
し
て
い
る
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
「
夕
星
の
」
は
、
「
か
行
き
か
く
行
き
」
の
枕
詞
に
な
っ
て
い
る
。
　
そ
こ
で
、
先
ず
、
こ
の
「
夕
星
」
の
緩
み
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
諸
説
が
あ
る
。
　
　
　
ω
「
ゆ
ふ
ほ
し
」
（
「
神
田
本
。
温
故
堂
本
・
「
八
雲
御
意
』
『
代
言
記
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
校
本
』
等
）
　
　
　
㈲
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
（
『
考
」
『
古
義
』
『
略
解
』
『
全
冊
』
『
全
註
釈
』
『
私
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
』
等
）
　
　
　
㈹
「
ゆ
ふ
つ
づ
」
（
『
大
系
』
『
全
集
』
等
）
　
　
　
㈲
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
（
旧
訓
・
『
群
書
」
等
）
　
私
案
で
は
、
簡
の
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
と
訓
む
べ
き
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
以
下
の
理
由
に
拠
る
。
　
先
ず
、
古
事
記
の
「
底
筒
之
男
命
・
中
筒
之
男
命
・
上
筒
之
男
命
」
、
日
本
書
紀
に
出
て
く
る
「
芸
評
男
命
・
中
播
男
命
・
表
書
男
命
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
リ
オ
ン
座
の
三
星
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
　
「
筒
」
で
、
星
を
表
わ
す
こ
と
が
一
つ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
、
「
筒
」
で
星
を
表
わ
す
か
と
言
え
ば
、
次
の
理
由
に
拠
る
。
古
代
日
本
人
は
、
天
空
に
は
天
と
い
う
確
固
と
し
た
層
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
層
の
上
に
神
々
の
国
高
天
原
が
、
そ
の
層
の
下
に
は
、
人
間
の
生
活
す
る
空
間
と
し
て
、
葦
原
中
国
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
す
る
と
想
像
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
天
と
地
は
、
そ
の
層
に
よ
っ
て
完
全
に
分
離
さ
れ
て
い
た
の
で
、
天
地
の
交
流
の
た
め
に
は
、
両
者
の
境
界
と
な
っ
て
い
る
天
の
層
に
穴
が
あ
い
て
い
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
穴
が
、
星
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
星
は
天
の
層
に
あ
い
た
穴
で
あ
っ
て
、
そ
の
穴
を
通
し
て
、
天
地
の
交
通
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
穴
は
、
天
の
層
に
あ
い
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
一
定
の
長
さ
を
有
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
上
代
日
本
人
が
星
を
描
く
時
、
多
く
の
場
合
、
丸
い
形
で
形
象
し
て
い
た
こ
と
が
、
高
松
塚
等
の
古
墳
壁
画
や
、
日
告
受
陀
羅
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
星
は
、
「
天
の
層
に
あ
い
た
円
く
て
細
長
い
穴
」
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
星
の
そ
う
し
た
形
状
を
、
一
言
で
言
え
ば
、
「
筒
」
と
な
ろ
う
。
「
筒
」
が
、
星
の
異
称
で
あ
る
の
は
、
そ
う
し
た
理
由
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
。
星
を
「
筒
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
発
音
は
、
当
然
「
つ
つ
」
と
清
音
と
な
ろ
う
。
夕
方
出
現
す
る
金
星
は
、
そ
れ
故
、
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
と
清
音
で
発
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
音
さ
れ
る
の
が
順
当
で
あ
る
。
　
次
に
、
古
辞
書
を
見
て
も
、
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
と
清
音
で
訓
む
こ
と
は
、
肯
定
さ
れ
て
も
、
特
に
そ
れ
を
否
定
す
る
証
拠
は
見
ら
れ
な
い
。
　
例
え
ば
、
倭
名
類
聚
抄
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。
　
　
　
長
庚
　
兼
名
苑
云
、
大
白
星
、
一
名
長
庚
　
此
聞
云
、
由
布
都
々
（
箋
注
　
　
　
　
　
倭
名
類
聚
抄
・
真
福
寺
本
）
　
　
　
長
庚
　
兼
名
苑
云
太
白
星
一
名
長
庚
暮
曾
於
西
方
為
長
庚
此
問
云
　
由
　
　
　
　
　
不
豆
々
（
元
和
古
活
字
那
波
道
圓
本
）
　
　
　
長
庚
　
ゆ
う
つ
・
（
名
古
屋
市
立
博
物
館
蔵
『
和
名
類
聚
抄
」
永
禄
九
　
　
　
　
　
年
書
写
。
一
冊
）
　
ま
た
、
類
従
名
義
抄
（
観
智
院
本
）
で
も
、
　
　
　
長
庚
　
ユ
フ
ツ
・
景
宿
類
　
条
下
一
〇
五
と
あ
っ
て
、
濁
音
記
号
を
付
し
て
い
な
い
。
勿
論
、
濁
音
記
号
が
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
す
ぐ
に
清
音
で
訓
ま
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
清
音
で
訓
ま
れ
た
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
　
そ
れ
で
は
、
「
ゆ
ふ
つ
づ
」
と
言
っ
た
よ
み
は
、
ど
こ
か
ら
来
た
か
と
い
う
と
、
文
明
本
節
用
集
や
伊
京
集
（
室
町
時
代
）
に
、
「
大
白
星
・
長
庚
」
の
訓
と
し
て
「
ユ
ウ
ツ
．
・
」
が
有
り
、
日
葡
辞
書
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
　
　
Y
v
u
t
亨
u
z
z
u
ユ
ゥ
ツ
ヅ
（
夕
つ
、
、
つ
・
大
白
星
）
こ
の
よ
う
に
呼
　
　
　
ば
れ
る
星
。
¶
一
ま
た
、
星
影
。
詩
歌
語
。
　
文
明
本
節
用
集
・
伊
京
集
や
日
葡
辞
書
で
は
、
確
か
に
「
ユ
ウ
ツ
ヅ
」
と
濁
音
で
訓
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
十
五
・
六
世
紀
に
筆
録
さ
れ
た
濁
音
表
記
が
、
八
百
年
号
前
に
も
同
じ
よ
う
に
有
効
で
あ
る
と
い
う
保
証
は
何
も
な
い
。
　
例
え
ば
、
日
葡
辞
書
に
、
「
T
サ
u
z
z
u
q
i
，
u
，
u
i
t
a
」
と
濁
音
で
表
記
さ
れ
て
い
る
「
続
き
，
く
，
い
た
」
は
、
上
代
日
本
語
で
は
、
「
T
u
t
u
k
i
，
u
（
続
〔
つ
つ
〕
き
，
く
）
」
と
清
音
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
一
事
を
取
っ
て
も
、
中
世
日
本
語
の
清
濁
を
そ
の
ま
ま
上
代
語
に
当
て
は
め
る
の
は
、
危
険
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
　
以
上
の
理
由
か
ら
、
万
葉
集
の
「
夕
星
」
は
、
　
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
と
清
音
で
訓
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
　
な
お
、
従
来
、
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
の
語
源
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
諸
説
が
行
わ
れ
て
来
た
。
　
　
　
ω
夕
日
に
続
い
て
空
に
出
る
の
で
、
夕
続
き
の
義
。
（
箋
注
倭
名
類
績
　
　
　
　
抄
・
日
本
釈
名
・
名
言
通
・
和
訓
栞
・
大
言
海
・
日
本
語
源
・
次
田
　
　
　
　
潤
「
新
講
』
等
）
　
　
　
②
ユ
ウ
タ
ユ
タ
ウ
ホ
シ
（
夕
猶
予
星
）
の
略
。
（
林
甕
臣
『
日
本
語
原
　
　
　
　
学
』
）
　
　
　
㈹
ユ
フ
は
夕
べ
、
ツ
ツ
は
テ
ル
テ
ル
の
反
。
（
『
名
詳
記
』
）
　
　
　
四
ユ
フ
ッ
ク
（
溶
着
）
の
義
（
言
寿
梯
）
　
　
　
㈲
ユ
フ
は
夕
べ
、
ツ
ヅ
は
粒
の
意
。
星
を
粒
と
見
た
。
（
大
野
晋
『
大
　
　
　
系
本
萬
葉
集
」
の
補
注
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
中
で
も
、
ω
は
、
詩
経
の
商
量
に
、
　
　
　
日
既
入
、
謂
二
明
星
一
為
一
一
長
庚
｝
、
　
　
　
庚
、
続
書
。
と
あ
る
の
を
根
拠
に
し
て
お
り
、
一
応
説
得
力
は
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
上
述
し
た
星
を
「
筒
」
と
見
る
見
方
に
則
り
、
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
と
は
、
夕
方
の
星
の
意
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
勿
論
、
夕
方
の
星
と
言
っ
て
も
、
星
一
般
を
指
す
の
で
は
な
く
、
夕
方
に
一
番
星
と
し
て
、
真
先
に
明
る
く
輝
く
日
月
に
続
く
光
度
を
も
っ
た
金
星
の
み
を
指
す
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
金
星
を
表
わ
す
「
夕
星
之
」
が
「
彼
往
此
去
」
に
掛
か
る
枕
詞
で
あ
る
の
は
、
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
　
次
の
よ
う
な
諸
説
が
あ
る
。
　
　
　
ω
毛
書
に
「
東
に
啓
明
あ
り
、
西
に
長
庚
あ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
太
　
　
　
　
白
星
は
或
い
は
東
に
見
え
、
或
い
は
西
に
見
え
る
の
で
、
「
彼
往
此
　
　
　
　
去
」
と
続
け
た
。
（
『
拾
遺
采
葉
抄
』
『
古
義
』
『
書
証
』
『
講
義
』
等
）
万
葉
集
に
描
か
れ
た
金
星
に
つ
い
て
の
考
察
一
九
勝
　
　
俣
隆
二
〇
　
　
　
②
「
ゆ
う
つ
づ
」
と
は
、
夕
べ
の
空
に
見
え
る
す
べ
て
の
星
を
言
い
、
　
　
　
　
中
で
も
、
流
星
（
よ
ば
い
ぼ
し
）
の
「
か
ゆ
き
か
く
ゆ
き
飛
び
違
ふ
」
　
　
　
　
の
を
讐
え
て
言
っ
た
。
（
『
檜
嬬
手
』
）
　
　
　
働
金
星
が
、
暮
れ
に
は
早
く
西
天
に
見
え
、
夜
の
問
に
振
り
変
わ
っ
て
、
　
　
　
　
朝
は
東
天
に
輝
く
か
ら
「
彼
往
此
去
」
に
掛
か
る
（
次
田
『
新
講
』
）
　
　
　
㈲
金
星
が
、
日
没
後
は
里
芋
に
、
日
の
出
前
に
は
至
重
に
見
え
る
と
こ
　
　
　
　
ろ
か
ら
掛
け
た
。
（
『
全
註
釈
』
『
全
書
』
『
私
注
』
『
全
集
』
『
集
成
』
　
　
　
　
『
全
注
』
等
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ
　
　
　
㈲
金
星
は
離
合
週
期
（
五
八
四
日
）
の
半
分
は
宵
の
明
星
と
し
て
西
空
　
　
　
　
に
現
わ
れ
る
が
、
そ
の
半
分
は
明
の
明
星
と
し
て
東
の
空
に
現
わ
れ
　
　
　
　
る
と
こ
ろ
が
ら
力
行
キ
カ
ク
行
キ
に
か
か
る
。
（
佐
々
木
信
綱
『
萬
　
　
　
　
葉
集
辞
典
』
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
・
有
精
堂
萬
葉
集
講
座
　
　
　
　
中
『
萬
葉
集
辞
典
』
等
）
　
こ
れ
ら
の
中
で
、
金
星
の
動
き
を
正
確
に
説
明
し
て
い
る
の
は
、
ω
の
み
で
あ
る
。
㈹
は
、
一
昼
夜
の
う
ち
に
、
金
星
が
西
か
ら
東
に
位
置
を
変
え
る
と
し
て
い
る
の
で
、
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
㈲
の
注
も
、
働
と
同
様
に
、
金
星
が
一
昼
夜
で
東
西
に
入
れ
替
わ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
な
く
も
な
い
。
も
し
、
そ
う
な
ら
、
そ
の
場
合
は
、
や
は
り
、
誤
り
で
あ
る
。
そ
れ
で
な
く
て
も
、
こ
の
注
記
で
は
、
西
空
と
東
空
に
見
え
る
時
期
に
殆
ど
間
隔
が
な
い
よ
う
に
受
け
取
れ
る
の
は
、
少
し
舌
足
ら
ず
な
説
明
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
い
。
㈲
は
、
一
見
科
学
的
に
記
述
し
て
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
離
合
週
期
（
正
し
く
は
、
離
合
周
期
。
普
通
は
、
会
合
周
期
と
い
う
用
語
を
使
う
）
（
五
八
四
日
）
の
半
分
は
宵
の
明
星
と
し
て
西
空
に
…
半
分
は
明
の
明
星
と
し
て
東
の
空
に
現
わ
れ
る
」
と
い
う
記
述
は
、
正
確
さ
に
欠
け
る
。
金
星
が
生
写
と
東
空
に
見
え
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
西
方
最
大
離
角
と
東
方
最
大
離
角
の
前
後
の
数
カ
月
で
あ
る
が
、
太
陽
と
金
星
、
及
び
地
球
が
一
直
線
に
並
ぶ
内
合
や
外
合
の
前
後
は
、
太
陽
光
線
に
邪
魔
さ
れ
た
り
、
太
陽
の
影
に
な
っ
て
、
地
球
か
ら
金
星
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
随
分
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
既
に
、
漢
書
天
文
志
晋
灼
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
　
　
　
留
出
一
東
方
一
二
百
四
十
日
而
入
、
入
四
十
日
又
出
　
　
　
一
西
方
一
。
二
百
四
十
日
而
入
、
入
三
十
五
日
而
復
出
　
　
　
二
東
方
一
。
　
金
星
は
、
太
陽
系
の
中
で
、
地
球
よ
り
も
内
側
を
回
る
内
惑
星
な
の
で
、
四
八
度
以
上
、
地
平
線
上
か
ら
上
が
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
を
最
大
離
角
と
言
い
、
夜
明
け
前
に
東
方
に
最
も
高
く
見
え
る
角
度
を
東
方
最
大
離
角
、
夕
方
に
西
方
に
最
も
高
く
見
え
る
角
度
を
西
方
最
大
離
角
と
言
い
、
こ
の
最
大
離
角
に
近
づ
き
、
再
び
離
れ
て
行
く
前
後
に
、
東
方
、
西
方
に
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
金
星
を
、
明
け
の
明
星
、
宵
の
明
星
と
呼
ぶ
。
金
星
の
公
転
周
期
は
二
二
五
日
で
地
球
よ
り
も
早
く
、
約
一
年
七
ヵ
月
（
五
八
四
日
）
で
、
地
球
に
追
い
つ
く
。
つ
ま
り
、
地
球
上
か
ら
見
れ
ば
、
も
と
の
位
置
に
金
星
が
戻
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
、
会
合
周
期
と
呼
ぶ
。
例
え
ば
、
あ
る
年
の
元
旦
に
明
け
の
明
星
が
東
方
最
大
離
角
に
見
え
て
い
れ
ば
、
次
に
同
じ
位
置
に
再
び
明
け
の
明
星
が
見
え
る
の
は
、
翌
年
の
八
月
七
日
頃
に
な
る
。
そ
れ
故
、
そ
の
一
年
七
カ
月
の
丁
度
半
分
位
の
九
・
五
カ
月
後
、
つ
ま
り
、
そ
の
年
の
十
月
十
日
前
後
に
宵
の
明
星
が
西
方
最
大
離
角
に
位
置
し
、
最
も
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
勿
論
、
現
れ
て
す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
く
、
数
ヵ
月
間
、
明
け
の
明
星
と
し
て
、
夜
明
け
毎
に
輝
き
、
そ
の
後
、
内
合
と
な
っ
て
四
十
日
ほ
ど
見
え
ず
、
今
度
は
、
毎
夕
、
宵
の
明
星
と
し
て
、
西
の
空
に
輝
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
外
合
と
な
り
、
太
陽
の
影
に
な
る
の
で
、
四
十
日
ほ
ど
再
び
見
え
ず
、
そ
の
後
再
び
、
明
け
の
明
星
と
な
っ
て
、
夜
明
け
毎
に
東
の
空
に
輝
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
金
星
の
基
本
的
な
動
き
で
あ
る
。
漢
書
天
文
志
晋
灼
の
記
述
は
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
正
確
に
金
星
の
動
き
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
お
か
な
い
と
鋤
の
よ
う
に
一
昼
夜
で
宵
の
明
星
が
明
け
の
明
星
に
な
る
よ
う
な
誤
解
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
。
　
さ
ら
に
、
ω
の
解
釈
は
、
面
白
い
が
、
流
星
が
現
わ
れ
る
の
は
、
夕
刻
だ
け
で
な
い
し
、
流
れ
星
を
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
と
呼
ぶ
根
拠
は
、
文
献
上
も
見
当
た
ら
な
い
。
　
結
局
、
当
該
歌
で
、
「
夕
星
」
が
「
彼
往
此
去
」
に
掛
か
る
の
は
、
ω
に
あ
る
よ
う
に
、
金
星
が
、
西
に
行
き
宵
の
明
星
と
な
り
、
東
に
行
き
明
け
の
明
星
と
な
り
、
ま
た
、
西
に
戻
っ
て
宵
の
明
星
と
な
る
と
い
う
よ
う
に
、
一
年
七
カ
月
も
か
け
て
、
往
復
運
動
を
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
往
復
運
動
を
行
う
金
星
は
、
同
じ
星
で
あ
る
の
に
、
異
な
る
名
称
が
存
在
す
る
の
は
、
古
く
は
、
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
と
「
あ
か
ほ
し
」
を
別
の
星
と
見
な
し
て
い
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
も
、
古
く
は
、
明
け
方
に
現
れ
る
方
を
フ
ォ
ス
フ
ォ
ル
ス
、
ま
た
は
、
ル
シ
フ
ェ
ル
、
夕
方
に
現
れ
る
方
を
ヘ
ス
ペ
ル
ス
と
呼
ん
で
区
別
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
、
「
あ
か
ほ
し
」
も
ギ
リ
シ
ア
の
場
合
と
同
様
に
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
中
国
で
も
、
夜
明
け
に
現
れ
る
金
星
は
啓
明
、
夕
方
に
見
え
る
金
星
は
年
魚
と
言
っ
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
区
別
し
て
い
た
こ
と
は
、
ω
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
「
誉
詞
此
去
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
万
葉
集
の
時
代
に
は
、
既
に
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
と
「
あ
か
ほ
し
」
を
同
一
の
星
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
元
を
正
せ
ば
、
中
国
か
ら
入
っ
て
き
た
見
方
か
も
知
れ
な
い
が
、
人
麿
や
、
そ
の
同
時
代
の
日
本
人
が
、
か
な
り
の
天
文
知
識
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
知
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
や
「
あ
か
ほ
し
」
と
い
う
和
名
か
ら
判
断
し
て
も
、
日
本
人
独
自
の
金
星
観
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
確
か
と
思
わ
れ
る
。
　
以
上
の
考
察
か
ら
、
巻
二
・
一
九
六
番
歌
に
お
い
て
、
「
夕
星
」
が
「
彼
往
此
去
」
に
掛
か
る
枕
詞
で
あ
る
の
は
、
金
星
の
長
期
に
亘
る
往
復
運
動
か
ら
き
た
も
の
で
、
歌
の
内
容
と
し
て
は
、
明
日
香
皇
女
の
死
を
悼
む
背
の
君
の
悲
痛
な
気
持
ち
が
、
行
っ
た
り
来
た
り
と
い
う
行
動
に
現
わ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
金
星
の
往
復
運
動
で
は
、
少
し
ゆ
っ
た
り
過
ぎ
る
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
古
代
人
の
時
間
意
識
は
、
現
代
人
と
比
べ
る
と
、
も
っ
と
悠
長
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
三
、
巻
五
、
九
〇
四
番
歌
の
金
星
に
つ
い
て
　
こ
の
歌
で
は
、
金
星
は
、
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
　
　
　
明
星
の
　
明
く
る
朝
は
（
明
星
之
　
開
朝
臣
）
　
敷
拷
の
　
床
の
辺
去
　
　
ら
ず
　
立
て
れ
ど
も
　
居
れ
ど
も
　
共
に
戯
れ
、
夕
星
の
　
夕
に
な
れ
ば
　
　
　
（
夕
星
乃
　
由
布
弊
ホ
奈
礼
婆
）
　
い
ざ
寝
よ
と
　
手
を
携
は
り
　
こ
こ
で
は
、
「
あ
か
ほ
し
」
と
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
の
二
つ
の
呼
称
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
ら
が
、
明
け
の
明
星
と
宵
の
明
星
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
そ
こ
で
、
先
ず
、
　
「
あ
か
ほ
し
」
の
名
称
に
つ
い
て
、
少
し
検
討
し
て
み
た
い
。
　
当
該
歌
の
「
明
星
」
を
「
あ
か
ほ
し
」
と
訓
む
こ
と
は
、
倭
名
類
聚
抄
に
、
　
　
　
明
星
　
兼
名
苑
云
歳
星
一
名
明
星
下
問
云
阿
賀
保
之
　
（
真
福
寺
本
に
拠
る
。
箋
注
倭
名
類
聚
抄
、
元
和
古
活
字
那
波
道
圓
本
は
、
　
　
「
阿
加
保
之
」
、
名
古
屋
市
立
博
物
館
蔵
本
は
、
「
ア
カ
ホ
シ
」
）
と
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
そ
の
訓
み
が
知
ら
れ
る
。
但
し
、
倭
名
類
聚
抄
が
掲
載
万
葉
集
に
描
か
れ
た
金
星
に
つ
い
て
の
考
察
二
一
勝
　
　
俣
隆
二
二
し
て
い
る
「
明
星
」
は
、
「
歳
星
」
と
あ
る
の
で
、
木
星
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
金
星
を
指
す
わ
け
で
は
な
い
。
　
木
星
を
「
明
星
（
あ
か
ほ
し
）
」
と
呼
ぶ
の
は
、
内
惑
星
の
金
星
が
、
夜
明
け
と
日
没
後
の
み
に
輝
く
の
に
対
し
て
（
勿
論
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、
昼
間
見
え
る
こ
と
も
あ
る
が
）
、
外
惑
星
の
木
星
は
、
夜
中
で
も
輝
く
こ
と
が
で
き
、
光
度
も
火
星
と
並
ん
で
、
金
星
に
次
ぐ
明
る
さ
な
の
で
、
「
明
星
（
あ
か
ほ
し
）
」
と
呼
ぶ
に
相
応
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
方
言
に
お
い
て
も
、
「
夜
な
が
の
明
星
（
明
神
）
」
と
い
う
呼
称
が
、
鳥
取
・
瀬
戸
内
海
（
香
川
県
志
々
島
等
）
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
茨
城
な
ど
に
残
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
　
類
聚
名
義
抄
（
観
智
院
本
）
に
は
、
　
　
　
明
星
ア
カ
ホ
シ
仏
土
八
六
　
　
　
歳
星
ア
カ
ホ
シ
仏
中
八
六
と
あ
る
。
「
歳
星
」
の
方
は
、
明
ら
か
に
木
星
を
指
す
が
、
「
明
星
」
と
あ
る
方
は
、
明
け
の
明
星
と
し
て
の
金
星
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
「
あ
か
ほ
し
」
が
金
星
を
指
す
こ
と
が
明
ら
か
な
の
は
、
色
葉
字
類
抄
で
あ
る
。
　
　
　
明
星
ミ
ャ
ウ
シ
ャ
ウ
、
ア
カ
ホ
シ
…
太
白
同
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
古
辞
書
以
外
で
は
、
神
楽
歌
に
「
明
星
」
が
あ
る
。
　
　
　
き
り
き
り
　
千
歳
栄
　
白
田
等
　
聴
五
聖
朝
　
清
浄
偶
　
や
　
明
星
は
　
　
　
（
安
牛
保
之
波
）
明
星
は
（
明
星
波
）
く
は
や
こ
こ
な
り
や
何
　
　
　
し
か
も
　
今
夜
の
月
の
　
ロ
バ
だ
こ
こ
に
坐
す
や
　
只
だ
こ
こ
に
　
只
だ
　
　
　
こ
こ
に
坐
す
や
　
こ
こ
で
は
、
「
農
朝
」
即
ち
早
朝
と
い
う
時
刻
に
、
月
と
見
間
違
う
ば
か
り
に
明
る
く
輝
い
て
い
る
星
と
い
う
こ
と
で
、
「
安
加
保
之
」
を
出
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
安
加
保
之
」
が
、
明
け
の
明
星
た
る
金
星
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。
金
星
が
、
日
月
に
次
ぐ
全
天
第
三
の
明
る
い
天
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
神
楽
歌
の
描
写
は
、
決
し
て
大
袈
裟
で
は
な
い
。
　
そ
し
て
、
上
述
の
古
画
書
類
や
神
楽
歌
の
表
記
か
ら
判
断
し
て
、
「
明
星
」
の
発
音
は
、
「
あ
か
ほ
し
」
と
清
音
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
ほ
ぼ
確
実
で
あ
ろ
う
。
　
次
に
、
そ
の
名
義
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
、
箋
注
倭
名
類
聚
抄
で
、
　
　
　
按
阿
加
保
之
、
即
明
星
之
義
、
是
星
光
耀
一
於
他
星
一
　
　
逸
名
。
と
説
い
て
い
る
の
が
、
支
持
さ
れ
て
い
る
。
金
星
が
、
他
の
惑
星
・
恒
星
よ
り
も
光
度
が
高
い
の
で
、
他
の
星
よ
り
明
る
い
星
の
意
で
、
明
星
（
あ
か
ほ
し
）
と
し
た
と
す
る
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
金
星
の
特
徴
を
よ
く
捉
え
た
合
理
的
説
明
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
日
葡
辞
書
に
「
M
i
o
－
o
」
説
明
と
し
て
、
　
　
　
A
q
i
r
a
c
a
n
a
f
o
x
・
1
と
あ
る
の
も
、
同
様
の
観
点
に
立
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
し
か
し
、
た
だ
単
に
他
の
星
よ
り
も
明
る
い
と
い
う
だ
け
で
は
、
宵
の
明
星
や
夜
中
の
明
星
に
も
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
「
あ
か
ほ
し
」
で
、
明
け
の
明
星
の
み
を
指
す
と
い
う
積
極
的
な
理
由
に
は
、
な
り
え
な
い
。
尤
も
、
夜
明
け
に
他
の
星
々
が
、
太
陽
の
光
で
次
々
に
消
え
て
行
く
中
で
、
最
後
ま
で
残
っ
て
輝
い
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
明
け
の
明
星
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
も
有
り
え
な
く
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
明
け
の
明
星
の
西
洋
名
の
一
つ
ル
シ
フ
ェ
ル
（
L
u
c
i
f
e
r
）
は
L
u
c
i
（
光
）
を
f
e
r
（
運
ぶ
者
）
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
光
明
が
命
名
の
由
来
に
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
考
え
と
し
て
、
「
あ
か
ほ
し
」
と
は
、
夜
明
け
の
星
、
暁
の
星
の
謂
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
が
出
現
の
時
刻
を
表
わ
し
た
星
名
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
対
置
し
た
「
あ
か
ほ
し
」
も
、
明
け
方
と
い
う
時
刻
を
表
わ
す
星
名
で
あ
る
こ
と
は
、
十
分
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
ア
メ
（
雨
）
」
と
「
ク
モ
（
雲
）
」
が
結
合
し
て
、
「
ア
マ
グ
モ
（
雨
雲
）
」
と
な
る
よ
う
に
、
「
ア
ケ
（
明
け
）
」
と
「
ホ
シ
（
星
）
」
の
結
合
が
「
ア
カ
ホ
シ
（
明
星
）
」
と
な
る
の
は
、
自
然
な
語
構
成
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
語
以
外
で
も
、
中
国
語
の
「
啓
明
」
は
「
明
る
さ
を
啓
（
ひ
ら
）
く
」
意
味
で
あ
る
し
、
蒙
古
語
の
明
け
の
明
星
C
o
l
b
o
n
　
C
o
l
m
o
n
は
、
明
け
の
明
星
を
指
す
と
共
に
、
暁
光
も
指
す
。
ア
イ
ヌ
語
で
も
、
明
け
の
明
星
を
、
N
i
s
h
a
t
l
s
h
a
o
t
n
o
c
h
・
－
u
や
N
i
s
a
t
－
s
a
o
t
　
n
o
c
h
i
u
あ
る
い
は
、
N
i
s
a
c
h
i
I
s
a
b
o
t
t
i
　
n
o
c
h
i
u
等
と
呼
ぶ
が
、
こ
の
N
i
s
h
a
t
（
N
i
s
a
t
・
N
i
s
a
c
h
i
）
と
い
う
の
は
、
夜
明
け
の
意
で
、
s
a
o
t
は
逃
げ
る
、
n
o
c
h
i
u
は
星
の
意
味
な
の
で
、
全
体
と
し
て
は
、
夜
明
け
に
逃
げ
る
星
の
意
と
な
る
こ
と
も
、
同
様
な
発
想
に
　
　
　
　
　
　
　
（
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）
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
現
段
階
で
、
「
明
る
い
星
」
と
「
夜
明
け
の
星
」
の
ど
ち
ら
が
妥
当
か
決
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
「
あ
か
ほ
し
」
と
い
う
星
名
が
、
金
星
の
光
彩
の
強
さ
、
あ
る
い
は
、
出
現
の
時
刻
と
深
く
係
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
　
そ
こ
で
、
巻
五
・
九
〇
四
番
の
歌
に
お
け
る
「
明
星
」
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
　
当
該
歌
で
は
、
　
「
あ
か
ほ
し
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
描
写
が
見
ら
れ
た
。　
　
　
明
星
の
　
明
く
る
朝
は
（
明
星
之
開
福
者
）
　
敷
拷
の
　
床
の
辺
去
　
　
ら
ず
　
立
て
れ
ど
も
　
居
れ
ど
も
　
共
に
戯
れ
　
つ
ま
り
、
「
明
星
」
は
、
　
「
明
く
る
朝
」
を
導
く
枕
詞
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
、
先
行
論
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
A
、
枕
詞
と
す
る
も
の
万
葉
集
に
描
か
れ
た
金
星
に
つ
い
て
の
考
察
　
　
　
回
意
味
の
上
か
ら
掛
か
る
。
　
　
　
　
ω
「
明
星
の
照
る
朝
」
の
意
で
、
「
朝
」
に
掛
か
る
。
「
開
く
（
明
　
　
　
　
　
く
）
」
に
は
掛
か
ら
な
い
。
（
『
古
義
」
『
私
注
』
一
説
等
）
　
　
　
　
働
「
明
く
る
朝
」
の
枕
詞
。
（
『
全
釈
』
『
新
釈
』
『
時
代
別
』
「
全
集
』
　
　
　
　
　
『
講
座
』
『
集
成
」
等
）
　
　
　
㈲
音
の
上
か
ら
掛
か
る
。
，
　
　
　
　
同
音
の
「
開
く
」
に
掛
か
る
。
（
『
孜
証
」
）
　
　
　
㈲
意
味
と
音
の
両
方
か
ら
掛
か
る
。
　
　
　
　
明
け
方
に
輝
く
星
の
意
で
、
「
明
く
」
に
か
か
り
、
ま
た
、
同
音
の
　
　
　
　
「
開
く
」
に
も
か
か
る
。
同
じ
音
を
繰
り
返
す
と
い
う
効
果
も
兼
ぬ
　
　
　
　
表
現
。
（
『
新
講
』
・
佐
々
木
信
綱
『
萬
葉
集
辞
典
」
『
日
本
国
語
大
平
　
　
　
　
典
』
等
）
　
　
　
㈲
掛
か
り
方
は
説
明
せ
ず
、
親
子
の
情
愛
の
日
々
を
象
徴
す
る
美
し
い
　
　
　
　
枕
詞
と
す
る
。
（
『
全
訳
』
）
　
　
　
回
単
に
枕
詞
と
す
る
も
の
。
（
『
全
書
』
等
）
　
　
B
、
実
景
と
す
る
も
の
　
　
　
朝
の
明
星
が
輝
い
て
夜
が
明
け
る
朝
の
意
。
（
『
私
注
』
　
一
説
）
　
以
上
の
よ
う
に
、
諸
説
あ
る
が
、
『
私
注
』
も
枕
詞
の
可
能
性
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
「
明
星
之
」
は
、
基
本
的
に
枕
詞
で
あ
る
と
見
な
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
枕
詞
と
す
れ
ば
、
そ
の
掛
か
り
方
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
は
、
意
味
と
音
と
両
面
か
ら
、
つ
ま
り
、
意
味
の
上
か
ら
は
、
「
明
星
に
よ
っ
て
明
け
る
朝
」
と
つ
な
が
り
、
音
の
上
で
は
、
「
あ
か
ほ
し
の
」
が
、
同
音
の
「
あ
か
・
あ
き
・
あ
く
・
あ
け
　
（
明
）
」
を
導
く
と
考
え
た
い
。
　
当
該
歌
の
場
合
、
「
明
星
の
　
明
く
る
朝
は
（
明
星
之
　
開
朝
者
）
」
は
、
文
字
通
り
、
明
け
の
明
星
に
導
か
れ
て
夜
が
明
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
二
三
勝
　
　
俣
隆
二
四
　
明
け
の
明
星
が
輝
く
の
は
、
太
陽
が
ま
だ
地
平
貴
下
に
あ
る
時
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の
「
朝
」
は
、
朝
一
般
で
は
な
く
、
暁
・
夜
明
け
・
早
朝
の
意
味
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
日
が
昇
る
前
で
、
あ
た
り
が
暗
い
と
い
う
状
態
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
敷
拷
の
　
床
の
辺
去
ら
ず
立
て
れ
ど
も
　
居
れ
ど
も
共
に
戯
れ
」
と
続
く
の
は
、
明
け
の
明
星
が
輝
く
よ
う
な
、
あ
た
り
も
暗
い
、
そ
ん
な
朝
早
く
か
ら
、
我
が
子
古
訓
と
遊
び
戯
れ
る
と
言
っ
た
意
味
に
な
り
、
憶
良
の
古
日
に
対
す
る
愛
情
の
強
さ
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
当
時
の
社
会
は
、
農
村
ば
か
り
で
な
く
、
都
市
で
も
、
人
々
は
、
早
寝
早
起
き
の
習
慣
で
あ
っ
た
か
ら
、
夜
明
け
に
明
け
の
明
星
を
見
る
機
会
は
、
現
在
に
比
べ
た
ら
遥
か
に
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
上
、
時
計
と
い
う
も
の
が
、
貴
族
を
含
め
て
、
一
般
人
と
無
縁
の
当
時
に
あ
っ
て
は
、
日
の
出
前
に
輝
く
明
け
の
明
星
が
、
夜
明
け
を
告
げ
る
時
計
の
役
割
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
方
言
に
は
、
明
け
の
明
星
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
　
　
　
　
　
（
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の
が
見
ら
れ
る
。
　
　
　
①
キ
キ
ャ
ー
ノ
ミ
ズ
ク
ミ
ブ
シ
（
喜
界
の
水
汲
星
、
奄
美
喜
界
島
）
　
　
　
②
サ
カ
マ
ブ
シ
（
仕
事
星
、
八
重
山
）
　
　
　
③
シ
カ
マ
ブ
シ
（
朝
の
星
、
沖
縄
各
島
）
　
　
　
④
ウ
ク
シ
ブ
シ
（
起
し
星
、
与
那
国
島
）
　
　
　
⑤
ち
ゃ
た
け
ぼ
し
（
茶
炊
け
星
、
広
島
）
　
　
　
⑥
め
し
た
き
ぼ
し
（
飯
炊
き
星
、
函
館
・
茨
城
県
北
相
馬
郡
・
静
岡
・
　
　
　
　
三
重
県
志
摩
郡
・
高
知
・
鹿
児
島
県
川
辺
郡
）
　
　
　
⑦
か
し
き
お
こ
し
（
炊
起
こ
し
、
静
岡
郡
賀
茂
郡
）
　
　
　
⑧
か
し
き
な
か
し
（
炊
泣
か
し
、
和
歌
山
県
大
島
）
　
①
は
、
喜
界
島
で
は
、
水
を
朝
早
く
汲
み
に
行
か
な
い
と
他
の
人
が
先
に
汲
ん
で
し
ま
い
、
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
明
星
が
出
て
い
る
問
に
水
汲
み
を
す
る
た
め
だ
と
い
う
。
明
星
が
で
て
い
る
間
し
か
水
汲
み
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
っ
た
約
束
ご
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
恐
ら
く
、
暁
に
明
け
の
明
星
が
輝
く
と
、
そ
ら
水
汲
星
が
出
た
と
言
っ
て
、
争
っ
て
水
汲
み
に
出
掛
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
飲
料
水
に
乏
し
い
離
島
生
活
な
ら
で
は
の
名
称
で
、
人
々
の
生
活
実
感
が
強
く
滲
み
出
て
い
る
。
　
②
③
④
は
、
朝
早
く
人
々
を
起
こ
し
、
畑
や
海
の
仕
事
へ
と
駆
り
立
て
る
星
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
明
け
の
明
星
は
、
早
朝
の
労
働
苦
と
深
く
結
び
付
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
早
朝
の
労
働
で
は
、
炊
事
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
古
く
、
神
楽
歌
の
神
上
が
り
の
部
（
星
・
朝
の
歌
の
部
）
は
、
「
明
星
」
か
ら
始
ま
り
、
「
酒
殿
歌
」
で
終
わ
る
が
、
そ
の
中
に
、
「
竃
殿
遊
歌
（
へ
っ
ひ
あ
そ
び
の
う
た
）
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
も
、
神
事
に
お
い
て
も
、
早
朝
の
労
働
と
し
て
の
炊
事
が
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
同
様
に
、
⑤
⑥
は
、
お
茶
や
ご
飯
を
炊
く
、
つ
ま
り
、
朝
の
炊
事
を
始
め
る
時
間
を
知
ら
せ
る
目
当
て
の
星
と
し
て
、
明
け
の
明
星
が
人
々
に
熟
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
昔
は
、
井
戸
や
湧
き
水
、
小
川
な
ど
で
米
を
研
い
だ
り
、
茶
の
水
を
汲
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
、
夜
明
け
前
に
井
戸
等
に
出
て
、
空
を
見
上
げ
る
と
、
明
け
の
明
星
が
輝
い
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
逆
に
い
え
ば
、
明
星
が
輝
け
ば
、
い
く
ら
眠
く
て
も
炊
事
の
支
度
を
始
め
な
く
て
は
な
ら
ず
、
朝
の
辛
い
労
働
に
駆
り
立
て
る
、
恨
め
し
い
星
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、
明
け
の
明
星
に
は
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
⑦
⑧
は
、
主
に
海
上
で
使
わ
れ
た
呼
称
の
よ
う
で
、
年
少
の
見
習
い
炊
夫
が
、
明
け
の
明
星
が
輝
く
真
っ
暗
な
う
ち
か
ら
起
こ
さ
れ
て
、
泣
き
泣
き
朝
飯
の
支
度
を
し
て
い
る
様
子
を
想
起
さ
せ
る
星
名
で
あ
る
と
、
野
尻
抱
影
氏
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
⑦
⑧
な
ど
、
哀
れ
を
催
さ
せ
る
星
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
、
か
つ
て
、
明
け
の
明
星
が
時
計
代
わ
り
に
使
わ
れ
て
、
人
々
の
生
活
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
ま
し
て
、
上
述
の
よ
う
に
、
時
計
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
お
い
て
は
、
他
の
星
と
違
っ
て
夜
明
け
に
急
に
明
々
と
輝
く
金
星
は
、
人
目
も
よ
く
引
き
、
時
刻
を
知
ら
せ
る
指
標
、
朝
の
労
働
に
人
々
を
駆
り
立
て
る
星
と
し
て
の
役
割
を
必
ず
担
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
れ
故
、
こ
の
豊
海
の
歌
も
、
単
な
る
知
識
で
は
な
く
て
、
夜
明
け
を
知
ら
せ
る
指
標
と
し
て
の
明
け
の
明
星
を
詠
ん
で
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
次
に
、
「
夕
星
の
　
夕
に
な
れ
ば
（
夕
星
乃
　
由
布
弊
ホ
奈
礼
婆
）
」
で
あ
る
が
、
こ
の
「
夕
星
」
も
当
然
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
と
訓
ま
れ
て
、
「
夕
」
に
掛
か
る
枕
詞
に
な
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
諸
説
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
　
A
、
枕
詞
と
す
る
も
の
　
　
　
　
回
音
の
上
か
ら
掛
か
る
。
「
夕
」
と
同
音
を
重
ね
た
。
（
『
孜
証
』
等
）
　
　
　
　
㈲
「
夕
星
」
の
出
現
時
刻
か
ら
「
夕
」
に
掛
か
る
。
（
『
新
講
』
『
私
　
　
　
　
　
注
」
一
説
・
『
講
座
」
・
『
時
代
別
』
等
）
　
　
　
　
㈲
明
星
の
輝
く
「
夕
」
の
意
で
続
く
。
（
佐
々
木
信
綱
『
萬
葉
集
辞
　
　
　
　
　
典
』
等
）
　
　
　
　
㈲
掛
か
り
方
は
説
明
せ
ず
、
情
愛
の
日
々
を
象
徴
す
る
美
し
い
枕
詞
　
　
　
　
　
と
す
る
（
『
全
注
」
）
　
　
　
　
回
掛
か
り
方
は
説
明
せ
ず
、
「
夕
」
に
掛
か
る
枕
詞
と
す
る
。
（
『
古
　
　
　
　
　
義
」
「
全
集
」
『
集
成
』
等
）
　
　
　
　
ω
単
に
枕
詞
と
す
る
も
の
（
『
全
書
」
等
）
　
B
、
実
景
と
す
る
も
の
　
　
　
　
金
星
が
夕
方
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
「
夕
」
に
続
く
。
（
「
私
注
』
　
　
　
　
一
説
・
『
大
系
』
等
）
　
こ
の
よ
う
に
種
々
の
説
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
「
夕
星
之
」
は
、
「
夕
」
に
掛
か
る
枕
詞
で
あ
っ
て
、
音
と
意
味
の
両
方
か
ら
、
掛
か
る
と
考
え
た
い
。
つ
ま
り
、
「
ゆ
ふ
」
の
音
の
一
致
と
、
「
夕
星
」
の
出
る
時
刻
と
し
て
の
「
夕
」
と
い
う
意
味
の
両
面
か
ら
枕
詞
に
な
っ
て
い
る
と
判
断
し
た
い
。
　
そ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
当
該
歌
で
、
　
　
　
夕
星
の
　
夕
に
な
れ
ば
　
（
夕
星
乃
　
由
布
弊
ホ
奈
礼
婆
）
　
い
ざ
寝
よ
　
　
　
と
　
手
を
携
は
り
と
あ
る
の
は
、
「
夕
星
」
即
ち
、
宵
の
明
星
が
出
て
、
夕
方
に
な
っ
た
か
ら
、
我
が
子
野
日
に
、
さ
あ
寝
な
さ
い
と
手
を
引
い
て
呼
び
か
け
て
い
る
謂
と
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
夕
星
之
」
は
、
就
寝
の
時
刻
で
あ
る
「
夕
」
を
知
ら
せ
る
指
標
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
明
星
之
」
と
い
う
枕
詞
も
「
明
け
」
を
導
く
も
の
で
、
明
け
の
明
星
は
、
夜
明
け
と
い
う
時
刻
を
知
ら
せ
る
時
計
の
役
割
を
果
し
て
い
た
が
、
「
夕
星
之
」
も
全
く
同
様
に
、
「
夕
」
の
到
来
を
知
ら
せ
る
時
計
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
子
供
だ
け
を
早
く
寝
か
せ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
早
寝
早
起
き
の
古
代
社
会
に
あ
っ
て
は
、
子
供
と
そ
う
変
わ
ら
な
い
時
刻
に
両
親
も
床
に
就
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
現
在
の
よ
う
に
明
る
い
夜
の
照
明
が
あ
る
時
代
と
、
夜
が
殆
ど
真
っ
暗
な
時
代
で
は
、
生
活
習
慣
や
世
界
観
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
照
明
が
殆
ど
な
か
っ
た
古
代
に
は
、
宵
の
明
星
の
光
は
、
現
在
よ
り
も
遥
に
明
る
く
見
え
た
で
あ
ろ
う
し
、
時
刻
の
指
標
と
し
て
、
宵
の
明
星
が
持
っ
て
い
た
役
割
も
、
現
代
人
に
は
考
え
ら
れ
な
い
程
、
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
四
、
巻
十
・
二
〇
一
〇
番
歌
の
金
星
に
つ
い
て
万
葉
集
に
描
か
れ
た
金
星
に
つ
い
て
の
考
察
二
五
勝
　
　
俣
隆
二
六
　
当
該
歌
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
　
　
　
夕
星
も
（
夕
星
毛
）
通
ふ
天
道
を
何
時
ま
で
か
仰
ぎ
て
待
た
む
月
人
壮
　
　
子
　
こ
の
歌
で
は
、
「
夕
星
」
は
、
「
天
道
」
を
通
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
金
星
で
あ
る
「
夕
星
」
が
「
天
道
」
を
通
う
と
は
ど
う
言
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
　
次
の
よ
う
な
諸
説
が
あ
る
。
　
　
　
ω
「
夕
星
」
は
夕
べ
の
星
で
、
金
星
を
言
う
。
「
夕
方
の
星
の
通
う
天
　
　
　
　
の
道
を
」
の
意
。
（
『
全
註
釈
』
）
　
　
　
働
「
夕
星
」
は
「
ユ
フ
ボ
シ
」
と
訓
み
「
夕
べ
の
星
」
の
意
で
、
牽
牛
　
　
　
　
を
指
す
。
「
夕
べ
の
星
も
通
ふ
天
の
路
を
」
の
意
。
（
『
私
注
』
）
　
　
　
團
「
も
う
宵
の
明
星
も
通
っ
て
い
る
大
空
の
道
を
」
の
意
。
（
『
大
系
』
）
　
　
　
㈲
「
夕
星
は
宵
の
明
星
。
金
星
の
異
名
。
も
う
大
空
の
道
を
夕
星
も
運
　
　
　
　
黙
し
は
じ
め
た
の
に
。
但
し
、
現
代
語
訳
で
は
、
夕
星
（
ゆ
う
ぼ
し
）
　
　
　
　
と
訓
む
。
」
（
「
全
集
』
）
　
　
　
㈲
大
空
を
自
由
に
往
き
来
で
き
る
星
の
代
表
と
し
て
、
金
星
を
取
り
挙
　
　
　
　
げ
た
。
「
宵
の
明
星
も
、
も
う
往
き
来
し
て
い
る
天
道
を
」
の
意
。
　
　
　
　
（
『
集
成
』
）
　
当
該
歌
は
、
既
に
巻
二
・
一
九
六
、
巻
五
・
九
〇
四
で
「
夕
星
」
の
説
明
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
ど
の
注
釈
書
も
簡
単
な
説
明
し
か
し
て
い
な
い
。
全
く
注
も
し
て
い
な
い
注
釈
書
も
少
な
く
な
い
の
で
、
あ
ま
り
集
め
ら
れ
な
い
が
、
ω
か
ら
㈲
の
よ
う
な
解
釈
が
見
ら
れ
る
。
大
き
な
違
い
と
し
て
は
、
吻
の
『
私
注
』
が
、
「
夕
星
」
を
牽
牛
星
と
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
他
は
す
べ
て
、
宵
の
明
星
、
即
ち
、
金
星
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
以
下
の
考
察
か
ら
判
断
し
て
も
、
金
星
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
金
星
と
し
て
い
る
中
で
、
偶
圏
㈲
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
も
う
宵
の
明
星
も
通
っ
て
い
る
大
空
の
道
を
」
「
も
う
大
空
の
道
を
夕
星
も
運
行
し
は
じ
め
た
の
に
」
「
宵
の
明
星
も
、
も
う
往
き
来
し
て
い
る
天
道
を
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
表
現
が
類
似
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
「
も
う
・
・
通
っ
て
い
る
」
「
も
う
・
・
運
行
し
は
じ
め
た
」
「
も
う
往
き
来
し
て
い
る
」
と
い
う
解
釈
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
注
釈
書
で
は
、
こ
の
七
夕
と
い
う
時
点
に
お
い
て
、
宵
の
明
星
が
、
天
の
道
を
既
に
動
き
始
め
て
い
る
、
ま
た
は
、
往
復
運
動
を
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
こ
れ
を
、
一
方
方
向
へ
の
運
動
で
あ
る
に
せ
よ
、
往
復
運
動
に
せ
よ
、
七
日
の
夕
方
と
い
う
極
短
い
時
間
の
範
囲
内
に
お
い
て
の
金
星
の
動
き
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
、
金
星
が
、
「
夕
方
の
空
に
も
う
出
現
し
た
」
と
い
う
意
味
で
捉
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
も
、
や
は
り
、
間
違
い
で
あ
る
。
　
何
故
な
ら
ば
、
金
星
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
長
い
時
間
を
掛
け
て
東
西
を
移
動
す
る
の
で
あ
っ
て
、
一
昼
夜
の
よ
う
な
短
い
時
間
に
東
西
を
移
動
す
る
惑
星
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
「
通
ふ
」
と
い
う
意
味
は
、
出
現
の
意
味
で
は
な
い
し
、
一
方
方
向
へ
移
動
す
る
意
味
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
万
葉
集
に
「
通
ふ
」
と
い
う
用
例
は
極
め
て
多
く
、
本
例
以
外
に
六
八
例
あ
る
が
、
一
つ
と
し
て
例
外
な
く
、
往
来
反
復
の
意
を
表
わ
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
巻
七
・
一
一
七
三
の
　
　
　
飛
騨
人
の
真
木
流
す
と
ふ
丹
生
の
川
言
は
通
へ
ど
船
そ
通
は
ぬ
の
歌
は
、
飛
騨
の
人
が
、
杉
や
檜
な
ど
を
切
っ
て
流
し
て
い
る
丹
生
川
は
、
流
れ
が
激
し
い
の
で
、
「
三
口
葉
だ
け
は
往
来
で
き
る
が
、
舟
は
な
か
な
か
往
来
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
（
『
大
系
』
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
「
通
ふ
」
に
往
来
反
復
の
意
味
が
明
確
に
現
わ
れ
て
い
る
。
　
本
例
の
「
夕
星
も
（
夕
星
毛
）
通
ふ
天
道
を
（
往
来
天
道
）
」
も
、
　
「
も
う
大
空
の
道
を
夕
星
も
運
行
し
は
じ
め
た
の
に
」
（
『
全
集
』
）
と
い
っ
た
意
味
で
は
な
く
、
「
夕
星
も
往
来
反
復
し
て
い
る
天
の
道
を
」
と
い
う
こ
と
で
、
金
星
が
、
あ
る
時
に
は
、
長
庚
（
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
）
と
な
り
、
日
没
後
西
の
空
に
見
え
、
ま
た
あ
る
時
に
は
、
啓
明
（
「
あ
か
ほ
し
」
）
と
な
っ
て
、
夜
明
け
前
に
東
の
空
に
見
え
る
よ
う
に
、
天
に
想
定
さ
れ
た
道
（
星
の
通
り
道
）
を
、
東
西
に
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
る
様
を
述
べ
た
表
現
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
夕
星
の
　
か
行
き
か
く
行
き
（
夕
星
之
　
彼
継
送
去
）
」
と
全
く
同
じ
現
象
を
別
の
表
現
で
表
わ
し
た
の
が
、
「
夕
星
も
（
夕
星
毛
）
通
ふ
天
道
を
（
牲
来
天
道
）
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
通
ふ
」
と
「
か
行
き
か
く
行
き
」
の
同
一
性
は
、
そ
の
用
字
「
往
来
」
と
「
彼
往
詣
去
」
の
類
似
性
か
ら
も
判
断
さ
れ
よ
う
。
　
以
上
の
考
察
を
基
に
、
本
歌
全
体
の
解
釈
を
行
い
た
い
と
思
う
が
、
従
来
の
諸
説
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
　
　
　
ω
月
を
彦
星
と
見
て
、
織
女
の
気
持
ち
を
歌
っ
た
と
す
る
も
の
。
　
　
　
　
（
『
代
罷
業
』
『
萬
葉
考
』
『
略
解
』
等
）
　
　
　
働
「
夕
星
」
は
牽
牛
星
で
、
月
は
文
字
通
り
月
を
表
わ
し
、
七
夕
の
両
　
　
　
　
星
が
出
逢
う
の
に
、
相
手
の
い
な
い
月
を
憐
れ
ん
だ
も
の
。
　
　
　
　
（
『
私
注
』
）
　
　
　
㈹
月
の
出
を
待
つ
歌
が
、
七
夕
歌
に
紛
れ
込
ん
だ
も
の
。
　
　
　
　
（
『
古
義
』
『
注
釈
』
『
全
註
釈
』
等
）
　
　
　
㈲
織
女
が
、
い
つ
ま
で
待
っ
た
ら
、
彦
星
が
出
る
の
か
と
、
七
夕
め
景
　
　
　
　
物
で
あ
る
月
に
呼
び
か
け
て
い
る
も
の
。
　
　
　
　
（
『
全
釈
』
『
大
系
」
『
全
集
」
等
）
　
　
　
㈲
七
夕
の
二
星
が
な
か
な
か
現
わ
れ
な
い
の
で
、
何
時
に
な
っ
た
ら
、
　
　
　
　
両
星
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
、
地
上
の
人
聞
が
、
七
夕
の
景
　
　
　
　
物
で
あ
る
月
に
呼
び
か
け
て
い
る
も
の
。
　
　
　
　
（
小
島
憲
之
氏
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
）
　
こ
の
よ
う
に
、
諸
説
あ
る
が
、
ω
の
説
は
、
月
を
彦
星
と
見
な
す
と
こ
ろ
に
無
理
が
あ
る
し
、
ω
は
、
「
夕
星
」
を
牽
牛
星
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。
㈲
は
可
能
性
は
あ
る
が
、
紛
れ
込
ん
だ
と
言
う
前
に
、
七
夕
歌
と
し
て
本
当
に
理
解
で
き
な
い
か
ど
う
か
を
検
討
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
㈲
㈲
の
説
は
、
こ
れ
を
七
夕
歌
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
点
は
評
価
で
き
る
。
小
島
憲
之
氏
が
中
国
の
詩
や
万
葉
集
の
七
夕
送
を
考
察
さ
れ
た
結
果
、
月
を
七
夕
の
景
物
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
さ
れ
た
の
は
、
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
　
し
か
し
、
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
㈲
も
㈲
も
誤
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
㈲
は
、
こ
の
歌
を
織
女
の
歌
で
あ
る
と
し
、
「
い
つ
ま
で
待
っ
た
ら
、
彦
星
が
出
る
の
か
と
、
・
・
月
に
呼
び
か
け
て
い
る
」
と
し
、
七
夕
の
夜
に
彦
星
が
現
わ
れ
な
い
の
を
織
女
が
じ
れ
っ
た
く
思
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
七
夕
の
夜
に
は
天
上
に
い
る
は
ず
の
織
女
が
、
彦
星
の
出
現
を
「
仰
い
で
待
つ
」
と
い
う
の
は
、
不
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
㈲
で
は
、
地
上
の
人
間
が
「
仰
ぐ
」
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
の
矛
盾
は
解
消
す
る
。
　
し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
当
該
歌
に
お
い
て
、
「
待
つ
」
の
は
、
織
女
や
地
上
の
人
間
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
万
葉
集
の
七
夕
歌
を
見
て
み
る
と
、
当
該
歌
を
除
く
十
六
首
十
七
例
の
「
待
つ
」
の
用
例
の
う
ち
、
地
上
の
人
間
が
「
待
つ
」
と
し
た
も
の
は
一
首
も
な
く
、
織
女
が
七
首
七
例
、
彦
星
が
九
首
十
例
で
、
彦
星
が
七
夕
の
到
来
を
「
待
つ
」
と
し
た
も
の
が
、
一
番
多
い
の
で
あ
る
。
彦
星
が
「
待
つ
」
歌
に
は
、
次
の
よ
う
な
歌
が
存
在
す
る
。
　
巻
十
・
二
〇
〇
〇
　
天
の
河
安
の
渡
に
船
浮
け
て
秋
立
ち
待
つ
と
妹
に
告
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
そ
　
　
同
・
二
〇
〇
五
　
天
地
と
別
れ
し
時
ゆ
己
妻
は
然
ぞ
年
に
あ
る
秋
待
つ
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
は
万
葉
集
に
描
か
れ
た
金
星
に
つ
い
て
の
考
察
二
七
勝
　
　
俣
隆
二
八
　
　
同
・
二
〇
一
四
　
わ
が
待
ち
し
秋
上
咲
き
ぬ
今
だ
に
も
に
ほ
ひ
に
行
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
方
人
に
　
　
同
・
二
〇
三
六
　
わ
が
待
ち
し
秋
は
来
り
ぬ
妹
と
わ
れ
何
事
あ
れ
そ
紐
解
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
さ
ら
む
　
　
同
・
二
〇
五
三
　
天
の
河
八
十
瀬
霧
ら
へ
り
彦
星
の
時
待
つ
船
は
甘
し
漕
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ら
し
　
　
同
・
二
〇
五
六
　
天
の
河
打
橋
渡
し
妹
が
家
道
止
ま
ず
通
は
む
時
待
た
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
と
」
も
　
　
同
・
二
〇
八
五
　
天
の
河
濡
瀬
に
白
波
高
け
ど
も
た
だ
渡
り
来
ぬ
待
た
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
苦
し
み
　
　
同
・
二
〇
九
二
　
…
妹
に
逢
ふ
　
時
候
ふ
と
　
立
ち
待
つ
に
…
　
　
　
　
　
　
　
　
思
ひ
乱
れ
て
　
何
時
し
か
と
　
わ
が
待
つ
今
夜
…
　
　
同
・
二
〇
九
三
　
妹
に
逢
ふ
時
片
待
つ
と
ひ
さ
か
た
の
天
の
河
原
に
月
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
経
に
け
る
　
そ
れ
故
、
当
該
歌
も
、
織
女
で
は
な
く
、
彦
星
が
「
待
つ
」
も
の
と
い
う
解
釈
が
で
き
る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
そ
う
解
釈
し
た
方
が
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
ず
っ
と
合
理
的
に
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
歌
の
解
釈
を
行
っ
て
み
た
い
。
　
先
ず
、
「
夕
星
も
（
夕
星
毛
）
通
ふ
天
道
を
（
往
来
天
道
）
」
で
あ
る
が
、
従
来
、
こ
の
部
分
を
、
七
夕
の
夜
と
い
う
極
短
時
間
の
出
来
事
に
極
限
し
て
き
た
こ
と
に
根
本
的
な
誤
り
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
「
夕
星
も
（
夕
星
毛
）
通
ふ
天
道
を
（
往
来
天
道
）
」
は
、
金
星
の
一
年
七
カ
月
も
掛
け
た
長
い
往
復
運
動
、
即
ち
、
日
没
後
西
方
で
宵
の
明
星
と
な
り
、
一
旦
姿
を
隠
し
、
今
度
は
、
夜
明
け
前
東
方
に
明
け
の
明
星
と
な
っ
て
現
わ
れ
、
そ
の
後
ま
た
姿
を
隠
し
、
再
び
日
没
後
に
西
方
に
現
わ
れ
宵
の
明
星
に
な
る
と
い
う
ゆ
っ
く
り
と
し
た
東
西
へ
の
移
動
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
金
星
の
動
き
を
一
昼
夜
に
お
け
る
短
い
時
間
に
お
け
る
変
化
で
あ
る
と
誤
解
し
て
い
る
む
き
が
、
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
た
し
、
現
行
の
注
釈
書
に
お
い
て
さ
え
、
夕
べ
は
西
に
、
朝
は
東
に
一
晩
で
移
動
し
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
説
明
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
万
葉
の
歌
は
金
星
の
動
き
を
正
し
く
知
ら
な
い
と
、
正
確
に
は
理
解
で
き
な
い
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
、
金
星
の
動
き
を
踏
ま
え
て
、
解
釈
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
「
あ
の
金
星
で
さ
え
、
（
た
と
え
ゆ
っ
く
り
に
せ
よ
、
）
天
の
道
を
、
西
へ
東
へ
と
往
き
来
し
て
い
る
の
に
、
（
こ
の
彦
星
で
あ
る
自
分
は
、
一
年
に
一
度
し
か
織
女
に
逢
え
な
い
の
で
、
七
夕
ま
で
待
た
な
い
と
、
天
の
道
を
通
っ
て
、
織
女
の
許
ま
で
通
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
）
」
　
次
に
、
三
・
四
句
目
の
「
何
時
ま
で
か
　
仰
ぎ
て
待
た
む
（
及
何
時
鹿
　
仰
書
摂
待
）
」
の
意
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
、
従
来
、
織
女
や
地
上
の
人
々
が
、
「
待
つ
」
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
来
た
が
、
当
然
、
彦
星
の
動
作
と
な
ろ
う
。
即
ち
、
「
織
女
に
逢
う
た
め
に
、
早
く
、
天
の
道
を
通
い
た
い
の
に
、
い
っ
た
い
い
つ
ま
で
天
の
道
を
仰
い
で
待
っ
て
い
た
ら
良
い
の
か
。
」
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。
　
彦
星
が
天
の
道
を
通
う
こ
と
は
、
巻
十
・
二
〇
〇
一
の
歌
　
　
　
大
空
ゆ
通
ふ
わ
れ
す
ら
（
従
蒼
天
往
来
吾
等
須
良
）
汝
ゆ
ゑ
に
天
の
河
　
　
路
を
な
つ
み
て
ぞ
来
し
に
見
出
せ
る
。
　
最
後
の
「
尊
人
壮
士
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
彦
星
が
、
「
玉
人
壮
士
さ
ん
よ
。
」
と
、
月
人
壮
士
に
呼
び
か
け
て
い
る
場
面
と
解
さ
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
月
詣
壮
士
」
と
は
、
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。
　
普
通
、
月
そ
の
も
の
の
人
格
化
、
あ
る
い
は
、
月
の
中
の
住
人
と
し
て
、
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
正
し
い
の
で
あ
る
が
、
万
葉
集
に
お
い
て
、
そ
の
「
月
人
壮
士
」
が
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
が
、
問
題
と
な
ろ
う
。
「
月
人
壮
士
」
が
出
て
く
る
歌
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
た
も
の
が
あ
る
。
　
　
　
①
巻
十
・
二
〇
四
三
　
秋
風
の
清
き
ゆ
ふ
べ
に
天
の
河
舟
漕
ぎ
渡
る
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
壮
士
　
　
　
②
巻
十
・
二
〇
五
一
　
天
の
原
行
き
て
を
射
む
と
白
真
弓
ひ
き
て
隠
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
超
人
壮
士
　
　
　
③
巻
十
・
二
二
二
一
二
　
天
の
海
に
月
の
船
浮
け
桂
揖
か
け
て
漕
ぐ
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聖
人
壮
士
　
　
　
④
巻
一
五
，
・
三
六
二
　
大
船
に
講
武
貫
き
海
原
を
漕
ぎ
出
て
渡
る
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
壮
士
　
こ
の
う
ち
、
①
③
④
は
、
月
人
壮
士
が
舟
を
漕
い
で
い
る
歌
で
あ
り
、
①
②
④
は
、
七
夕
の
時
の
歌
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
七
夕
に
は
、
華
人
壮
士
が
舟
を
漕
ぐ
と
い
う
こ
と
が
、
一
つ
の
決
ま
っ
た
形
式
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
実
際
、
七
夕
当
日
は
、
月
は
七
日
の
月
と
し
て
半
日
型
を
し
て
お
り
、
舟
の
形
を
連
想
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
　
そ
こ
で
、
月
人
壮
士
と
彦
星
の
関
係
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
考
え
た
い
と
思
う
。
愚
人
壮
士
は
、
七
夕
の
夜
は
、
月
の
舟
を
漕
ぐ
船
頭
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
故
、
彦
星
は
、
月
人
壮
士
に
頼
ん
で
、
月
の
舟
に
乗
せ
て
貰
っ
て
、
織
女
に
逢
い
に
行
く
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
こ
の
歌
は
、
七
夕
を
待
ち
く
た
び
れ
た
彦
星
が
、
ま
だ
七
夕
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
織
女
に
早
く
逢
い
た
い
か
ら
、
月
の
舟
を
出
し
て
貰
え
な
い
か
と
頼
ん
で
い
る
歌
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
歌
は
、
彦
星
が
渡
守
に
天
の
河
を
渡
し
て
貰
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
暗
示
さ
せ
る
歌
で
あ
る
。
　
　
　
巻
帯
・
二
〇
七
二
　
渡
守
船
渡
せ
を
と
呼
ぶ
時
の
至
ら
ね
ば
か
も
揖
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
音
の
せ
ぬ
　
　
　
　
同
・
二
〇
七
七
　
渡
守
舟
は
や
渡
せ
一
年
に
再
び
通
塗
に
あ
ら
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
た
だ
、
万
葉
集
の
七
夕
歌
を
見
る
と
、
舟
を
漕
い
で
い
る
の
を
彦
星
本
人
で
あ
る
と
し
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
歌
で
あ
る
。
　
　
　
巻
十
・
二
〇
四
七
　
天
の
河
河
音
清
け
し
彦
星
の
秋
漕
ぐ
舟
の
波
の
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
き
か
　
　
　
　
同
・
二
〇
五
二
　
こ
の
ゆ
ふ
べ
降
り
来
る
雨
は
彦
星
の
早
漕
ぐ
船
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擢
の
散
沫
か
も
　
こ
れ
ら
の
歌
に
拠
れ
ば
、
彦
星
は
、
自
分
で
船
を
漕
い
で
、
織
女
の
許
に
通
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
彦
星
と
士
人
壮
士
と
は
、
ど
の
よ
う
に
係
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
当
該
歌
の
第
五
句
で
、
月
人
壮
士
に
呼
び
掛
け
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
吾
人
壮
士
は
、
月
が
船
型
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
船
の
所
有
者
、
或
い
は
管
理
者
と
さ
れ
て
、
彦
星
が
織
女
に
逢
い
に
行
く
た
め
に
船
を
漕
ぐ
に
も
、
月
人
壮
士
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
ま
た
、
或
い
は
、
月
は
、
月
読
壮
士
の
別
名
を
持
ち
、
そ
の
「
月
読
」
と
う
う
名
が
示
す
よ
う
に
、
暦
の
管
理
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
と
関
わ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
彦
星
は
織
女
に
逢
う
た
め
に
は
、
七
夕
ま
で
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
七
夕
ま
で
待
て
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
れ
故
、
織
女
に
早
く
逢
う
為
に
は
、
暦
を
管
理
し
て
い
る
月
限
壮
士
、
即
ち
、
月
読
壮
士
に
頼
ん
で
、
暦
を
操
作
し
て
、
七
夕
を
早
め
て
も
ら
お
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
推
測
さ
れ
よ
う
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
上
の
考
察
か
ら
、
一
首
全
体
を
通
し
て
解
釈
す
る
と
、
万
葉
集
に
描
か
れ
た
金
星
に
つ
い
て
の
考
察
二
九
勝
　
　
俣
隆
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
　
あ
の
金
星
で
さ
え
も
、
（
た
と
え
ゆ
っ
く
り
で
も
、
）
天
の
道
を
通
っ
て
、
西
へ
東
へ
と
往
き
来
し
て
い
る
の
に
、
（
彦
星
で
あ
る
自
分
は
、
早
く
織
女
に
逢
い
た
い
に
も
係
わ
ら
ず
、
一
年
に
一
度
し
か
織
女
に
逢
え
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
七
夕
ま
で
じ
っ
と
我
慢
し
て
、
待
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
も
う
こ
の
我
慢
も
限
界
だ
。
）
月
人
壮
士
さ
ん
よ
、
一
体
何
時
ま
で
私
は
、
恨
め
し
そ
う
に
天
の
道
を
仰
い
で
、
我
慢
し
て
待
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
（
何
と
か
し
て
、
早
く
天
の
道
を
通
っ
て
、
天
の
河
を
船
で
渡
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
れ
。
）
五
、
巻
一
・
九
番
歌
の
金
星
に
つ
い
て
　
上
述
の
如
く
、
こ
の
歌
は
、
佐
藤
美
知
子
氏
に
よ
っ
て
、
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
を
読
み
込
ん
だ
歌
と
判
明
し
た
。
氏
は
次
の
よ
う
に
判
読
さ
れ
た
。
　
　
　
し
づ
ま
り
し
ゅ
ふ
つ
づ
白
し
我
が
背
子
が
い
立
た
せ
り
け
む
厳
橿
が
本
　
ま
た
、
金
星
の
光
芒
の
白
さ
に
凶
兆
を
見
、
有
馬
皇
子
の
死
が
寓
意
と
な
り
、
大
海
人
皇
子
へ
の
敬
言
告
に
も
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
即
ち
、
万
葉
集
に
お
け
る
最
大
の
難
訓
歌
の
冒
頭
の
二
型
「
慕
嘉
元
隣
之
大
相
月
浮
具
湯
気
」
の
う
ち
、
「
大
相
七
十
爪
」
を
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
と
訓
ま
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
論
証
の
過
程
は
、
論
理
的
で
説
得
力
が
あ
る
。
即
ち
、
「
大
相
」
は
、
金
星
の
異
名
と
し
て
、
史
記
天
印
書
等
に
出
て
く
る
「
大
相
」
で
あ
る
と
し
、
「
七
兄
」
も
五
行
十
干
の
第
七
位
「
庚
（
か
の
え
）
」
と
し
、
「
兄
」
に
は
「
長
」
の
意
味
が
あ
る
か
ら
、
結
局
、
「
長
庚
」
と
い
う
「
ゆ
ふ
つ
つ
」
の
別
名
に
な
る
と
い
う
の
も
ほ
ぼ
納
得
で
き
る
。
　
但
し
、
細
か
い
点
で
は
、
天
文
学
的
知
識
に
い
く
つ
か
誤
り
が
見
ら
れ
る
。
三
〇
　
　
　
「
大
相
」
も
「
長
庚
」
も
秋
の
夕
方
に
出
る
金
星
の
異
名
で
あ
る
。
と
し
て
い
る
の
は
、
出
現
時
期
を
秋
に
限
定
し
て
い
る
点
で
、
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
金
星
は
上
述
の
よ
う
に
、
五
百
八
十
四
日
で
、
地
球
と
の
位
置
関
係
が
元
に
戻
る
よ
う
ち
運
動
し
て
い
る
の
で
、
特
定
の
季
節
に
し
か
現
わ
れ
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
ま
た
、
次
の
よ
う
な
説
明
も
あ
る
。
　
　
　
「
天
触
書
」
に
殆
ど
同
じ
内
容
の
文
章
で
相
前
後
し
て
、
一
方
に
「
大
　
　
　
器
」
、
も
う
一
方
に
「
大
相
」
の
名
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
○
其
痺
、
近
日
、
明
星
、
柔
、
高
、
遠
日
、
日
大
器
、
剛
。
　
　
　
　
○
其
痺
、
近
日
、
日
太
白
、
柔
、
高
、
遠
日
、
日
大
相
、
剛
。
　
　
　
こ
の
例
で
み
る
と
、
「
大
鴛
」
と
「
大
相
」
と
は
金
星
の
多
く
の
異
名
　
　
　
の
中
で
も
、
特
に
全
く
同
じ
条
件
（
夕
方
に
出
る
）
の
場
合
の
異
名
で
　
　
　
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
天
養
書
に
は
、
こ
の
引
用
文
の
前
に
も
一
文
が
あ
り
、
全
文
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
其
始
出
東
方
行
員
、
率
日
半
度
、
一
百
二
十
日
、
必
逆
行
一
二
舎
。
上
　
　
極
而
反
東
行
、
行
日
一
度
半
、
一
百
二
十
日
入
。
其
痺
、
近
日
、
日
明
星
、
　
　
柔
。
高
、
遠
日
、
日
大
篇
、
剛
。
其
重
出
西
行
疾
、
率
日
一
度
半
、
百
二
　
　
十
日
、
上
弓
富
強
遅
、
日
半
度
、
百
二
十
日
愚
痴
。
必
逆
行
一
二
舎
組
入
。
　
　
其
昔
、
近
日
、
日
太
白
、
柔
。
高
、
遠
日
、
日
大
相
、
剛
。
　
つ
ま
り
、
天
白
書
の
こ
の
部
分
の
意
味
は
、
金
星
が
東
方
に
出
た
時
、
高
さ
が
低
く
、
太
陽
に
近
い
時
を
「
明
星
」
、
高
さ
が
高
く
、
太
陽
か
ら
離
れ
た
時
、
つ
ま
り
、
東
方
最
大
離
角
に
近
い
時
を
「
大
鴛
」
と
呼
び
、
逆
に
、
金
星
が
西
方
に
現
わ
れ
、
高
さ
が
低
く
、
太
陽
に
近
い
時
を
「
太
白
」
、
高
さ
が
高
く
、
太
陽
か
ら
離
れ
た
時
、
即
ち
、
西
方
最
大
離
角
の
近
辺
に
位
置
す
る
時
を
「
大
相
」
と
呼
ぶ
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
大
鴛
」
は
明
け
の
明
星
で
あ
っ
て
、
宵
の
明
星
で
あ
る
「
大
相
」
と
は
別
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
部
分
は
明
ら
か
に
天
官
書
の
誤
読
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
部
分
的
な
誤
り
が
あ
り
、
他
に
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
全
体
の
趣
旨
に
は
ほ
ぼ
賛
成
で
あ
る
し
、
と
に
か
く
、
佐
藤
美
知
子
氏
が
古
く
か
ら
の
難
問
を
解
き
明
か
し
た
こ
と
は
、
最
大
限
に
評
価
さ
れ
て
良
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
で
あ
ろ
う
。
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
今
回
は
、
以
上
で
欄
旧
し
た
い
。
注
（
1
）
万
葉
集
・
古
事
記
・
日
本
書
紀
・
古
代
歌
謡
等
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
、
日
本
　
古
典
文
学
大
系
本
に
拠
る
。
（
2
）
佐
藤
美
知
子
氏
「
『
莫
鴛
圓
隣
之
大
相
八
兄
爪
湯
気
』
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
」
『
国
語
　
国
文
』
四
五
巻
五
号
（
昭
和
五
一
年
五
月
）
（
3
）
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
住
吉
三
神
の
解
釈
に
つ
い
て
」
（
『
国
文
談
話
会
報
』
2
5
号
、
　
昭
和
5
4
年
）
〔
静
岡
大
学
人
文
学
部
国
文
談
話
会
〕
）
並
び
に
「
天
の
八
街
の
解
釈
に
　
つ
い
て
」
（
『
古
事
記
年
報
』
第
二
十
八
号
、
昭
和
六
十
年
）
を
参
照
さ
れ
た
し
。
（
4
）
金
星
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
ー
は
、
『
星
の
辞
典
』
（
鈴
木
駿
太
郎
、
恒
星
社
）
・
『
教
　
養
の
た
め
の
天
文
・
宇
宙
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
』
（
比
田
井
昌
英
・
寿
黙
坐
・
高
瀬
文
志
郎
、
　
東
海
大
学
出
版
会
）
等
に
拠
る
。
（
5
）
野
尻
抱
影
氏
『
日
本
星
名
辞
典
』
（
東
京
堂
出
版
）
・
『
日
本
方
三
ロ
大
辞
典
』
（
小
学
　
館
）
に
拠
る
。
但
し
、
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
で
、
「
よ
な
か
〔
夜
中
〕
の
み
よ
一
じ
　
ん
」
を
「
よ
い
の
明
神
（
み
よ
一
じ
ん
）
」
と
同
じ
と
見
な
し
て
、
「
日
没
後
に
西
の
　
空
に
輝
く
金
星
」
と
し
て
い
る
の
は
、
誤
り
で
あ
る
。
金
星
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
　
そ
の
内
惑
星
と
し
て
の
性
格
か
ら
、
真
夜
中
に
輝
く
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
　
れ
故
、
こ
の
「
よ
な
か
〔
夜
中
〕
の
み
よ
一
じ
ん
」
は
、
木
星
を
指
す
も
の
と
判
断
　
　
　
　
　
万
葉
集
に
描
か
れ
た
金
星
に
つ
い
て
の
考
察
　
さ
れ
る
。
（
6
）
『
蝦
和
英
三
対
辞
書
』
（
J
／
バ
チ
ェ
ラ
ー
）
明
治
二
十
二
年
原
本
の
複
製
本
〔
昭
　
和
六
十
三
年
、
国
書
刊
行
会
）
・
『
ア
イ
ヌ
語
方
言
辞
典
』
（
服
部
四
郎
編
、
岩
波
書
　
店
）
・
『
蒙
古
語
大
辞
典
』
（
陸
軍
省
編
、
図
書
刊
行
会
）
・
『
日
本
星
名
辞
典
』
（
野
尻
　
抱
影
氏
、
東
京
堂
出
版
）
等
に
拠
る
。
（
7
）
野
尻
抱
影
氏
『
日
本
星
名
辞
典
』
（
東
京
堂
出
版
）
・
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
（
小
学
　
館
）
に
拠
る
。
但
し
、
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
で
は
、
⑦
の
「
か
し
き
お
こ
し
」
を
、
　
「
（
夕
飯
を
か
し
ぐ
こ
ろ
に
現
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
）
宵
の
明
星
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
　
れ
は
お
か
し
い
。
こ
れ
で
は
、
炊
が
、
昼
間
寝
て
い
て
夕
方
起
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
　
⑧
の
「
か
し
き
な
か
し
」
が
、
明
け
の
明
星
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
炊
　
を
朝
早
く
、
ま
だ
眠
た
い
折
に
起
こ
す
星
と
い
う
こ
と
で
、
明
け
の
明
星
を
指
す
と
　
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
野
尻
抱
影
氏
は
、
「
か
し
き
お
こ
し
」
は
、
明
け
の
明
星
の
こ
　
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
（
8
）
小
島
憲
之
氏
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
中
（
9
）
本
稿
で
言
い
足
り
な
か
ρ
た
点
は
、
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
、
　
拙
稿
「
『
金
星
と
国
文
学
と
人
間
と
』
（
A
）
宵
の
明
星
・
（
B
）
明
け
の
明
星
」
（
そ
　
れ
ぞ
れ
、
『
国
文
談
話
会
報
』
2
1
号
（
昭
和
5
1
年
）
、
2
4
号
（
昭
和
5
3
年
）
〔
静
岡
大
　
学
人
文
学
部
国
文
談
話
会
〕
）
を
参
照
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
改
稿
し
た
の
　
で
、
歌
の
解
釈
も
異
っ
て
い
る
点
を
お
断
わ
り
し
て
お
く
。
（
平
成
四
年
十
月
三
十
日
受
理
）
一一
